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特集　 第2回高齢化に関する世界会議

第２回高齢化に関する世界会議報告（補足）

横田安宏（協同総研常任理事）

＜はじめに＞

＊第2 回高齢化に関する世界会議に関して
は、最近二度にわたり本誌上で言及しまし
た。
　第114号(2001.12)と第120号(2002.6)の２
回です。開催に至る経緯や目的などについて
は当該記事をご参照ください。4月1日から
12日にかけて大きく三つの会議が一連の流
れの中で開催され、国連加盟国１６０カ国以
上から政府代表団が参加すると共に国際機
関･国連機関など３０近くの公的機関が加わ
り、さらＮＧＯを含めると参加者総数は約９
０００人を数えたといわれます。正確な参加
者数の是非はともかく、専門家会議・ＮＧＯ
フォーラム・政府間会議がほぼ同時開催され
ることにより、２１世紀の地球的規模のメガ
トレンドである「高齢化問題」に一定の方向
性が見出されたといえるでしょう。

＊わが高齢協・労協グループは１０数名の視
察団を編成し、高齢化に関するＮＧＯフォー
ラム参加及びマドリッド･モンドラゴンの協
同組合との交流という二つの目的を達成､ま
もなく報告書が刊行される予定です。この度
それに先立ち、視察団の一員として参加され

た博報堂エルダービシネス推進室の阪本節郎
室長に、高齢化に関するＮＧＯフォーラムに
ついて、特別に寄稿して頂くことができまし
た。同氏は連日熱心にフォーラムに出席され
て高齢化のグローバルトレンドを追求され、
その成果は、簡にして要を得た別紙レポート
に遺憾なく発揮されています。

＊一員として参加の予定であった筆者は、直
前諸般の事情により視察中止を余儀なくさ
れ、関係者帰国後に阪本氏本人、高連協（高
齢協が所属する上部団体）の友人達、新聞各
紙の関連記事、エイジング総合研究センター
発行のエイジング２００２夏号、更に７月１
２日高連協及び高齢社会をよくする女性の会
の共催で行われた「マドリッド会議のすべ
て」がわかる報告会での情報をもとに、２０
年ぶりに開催の国連高齢化会議の模様を知る
ことができました。ここでは従って｢見てき
たような嘘｣にならぬよう、かつ阪本氏の報
告内容と抵触しない範囲で若干の落穂拾いを
させて頂き、本来あるべき責任の一端を果た
したいと思います。この小文が関係各位の情
報に基づくものであることを記し、改めてそ
のご好意に感謝する次第です。
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＜ウィーンからマドリッドまでの２０年＞

＊今年４月スペインのマドリッドで行われた
第２回高齢化に関する世界会議は、１９８２
年ウィーンでの第１回世界会議以来２０年ぶ
りに国連が主催した大掛かりな会議となりま
した。２０年前ウィーンで採択された「高齢
者問題国際行動計画」の改訂が開催の主目的
でしたが、この２０年間の高齢化問題をめぐ
る世界の変化、とりわけ日本の変化は著しい
ものがありました。世界的なレベルでみれ
ば、先進諸国特有のぜいたくな悩みが、いま
や地球的な規模で捉えられるべき問題となり
ました。詳細は省略しますが、この４月の世
界会議開会の演説でアナン国連事務総長は、
２０５０年に世界の６０歳人口が２０億人近
くになり、特に開発途上国の高齢者人口が４
倍になると予測した上で、高齢化問題が21世
紀のメインテーマとなることを指摘しまし
た。
　
＊ましてや日本のこの間の２０年は、高齢化
問題に関する限り、隔世の感ありと申しても
過言ではありません。例えば高齢化率（６５
歳以上の全人口に占める割合）一つをとって
みても当時の９％半ばから１８％を越えるま
でになりました。世界に類をみないスピード
で進む日本の高齢化は、平成不況と相俟っ
て、年金・医療・介護、更には高齢者就業な
どの分野に大きな影響を与え、若年層をも含
めて「老後不安」が国民の関心事の最たるも
のとなっていることは周知の事実です。

＊もっとも、世界も日本もこの２０年間、何
もしないで手をこまねいてきたわけではあり
ません。地球レベルでは、ウィーンで採択さ

れた行動計画実現のため、各種の取組が進め
られました。１９９１年には国連総会におい
て「高齢者のための国連原則」（自立・参加・
ケア・自己実現・尊厳の、いわゆる国連５原
則）が採択され、１９９９年には国連主導の
もと世界各国において多彩な取組が展開され
たことは記憶に新しいところです。この間、
日本においても各種施策が実現しました。長
寿社会対策大綱、ゴールドプラン、高齢社会
対策基本法、高齢社会対策大綱、ＮＰＯ法、
介護保険、成年後見制度などがそれです。

＊特にＮＧＯ・ＮＰＯの活動は大いに評価さ
れるべきでしょう。世界的にみてこの２０年
間に高齢化ＮＧＯが急に誕生し活躍したわけ
ではありません。AARP(米国)も、エイジコン
サーン・ヘルプエイジ（英国）も、国際老年
学会（ＩＡＧ）も,さらには世界高齢者団体
連盟（ＩＦＡ）も、もっと長い歴史がありま
す。しかし高齢化問題が開発途上国を含めて
真に地球規模の問題になりだした２０世紀の
最後半のこの２０年間に、ＩＡＧやＩＦＡの
グローバルな活躍をはじめ、各国ＮＧＯや専
門家の国際交流が花開いたといえましょう。
その証拠に２０年前のウィーン会議と異な
り、今回の世界会議ではＩＡＧ主導のヴァレ
ンシアフォーラム・ＮＧＯ世界フォーラム・
各国政府間会議が、４月１日から１２日まで
重層的に有機的関連を持ちながら開催されま
した。これは政府間会議で採択される「国際
行動計画」や｢政治宣言｣に、研究者やＮＧＯ
の意見を反映させようとしたものといわれ、
今や世界の高齢化問題はこれらの活動抜きに
は考えられないという、何よりの証左といえ
ましょう。
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＜政府間会議の内容＞

＊前述の７月の報告会に内閣府の窓口責任者
である椋野参事官も出席し、レジュメと資料
をもとに、政府間会議の様子を詳細に報告さ
れました。因みに政府間会議というのは便宜
上の呼び名で、第２回高齢化に関する世界会
議(The Second World Assembly on Ageing)
という名そのものが正式名称です。いわばこ
れが真打ちで、それに先立つ二つのフォーラ
ムは前座と言うところでしょうか。
　
＊世界会議本体は本会議とサイド・イベン
ト・プログラムに大きく分かれました。本会
議では「一般討論」と称して各国政府代表な
どによる１７３名の代表演説があったそうで
す。日本からは大坪正彦内閣府審議官を政府
代表とする１９名が派遣されましたが、大坪
代表は持ち時間である７分間の一般演説の中
で「高齢者の社会参加、世代間連帯、高齢者
介護」に絞りながら、昨年末新たに策定され
た「高齢社会対策大綱」の基本姿勢を紹介し、
本会議を契機に「すべての世代のための社
会」の実現に向けて、日本の貢献を宣言しま
した。それにしても１７３名の演説とは、国
際会議は気力･体力・忍耐力の勝負です。こ
の本会議では「政治宣言」及び「高齢化に関
するマドリッド国際行動計画」が採択されま
した。　　　　　　　　　　　　　　　　　

＊一方サイドイベントにおいては「ダイア
ローグ２００２：高齢者の将来」のタイトル
で重要性の高い８テーマについて、政府･主
要アクター・市民社会の間で幅広い対話が交
わされました。８つのテーマを意訳すれば次
のとおりです。

1.　高齢化世界の貧困撲滅と開発
2.　活力ある高齢化のための保健政策
3.　専門的な分野からの貢献
4.　社会的保護とその持続可能性
5.　公的・私的セクターの協調
6.　高齢者の社会参加と権利
7.  都市設計と住宅
8.　世代間関係

　このサイドイベントの各テーマは２時間ず
つが割り当てられ、ラウンドテーブルと称し
てのパネルディスカッションで、最後にはそ
れぞれ闊達な質疑応答が行われたそうです。
　
＊さて問題の政治宣言及び国際行動計画につ
いてですが、目下内閣府において全文の翻訳
が進められている模様です。「政治宣言」
（Political Declaration）は２０年前にはな
かったもので、椋野氏の報告によれば、本世
界会議の全参加者による、今後の世界の高齢
化への取組に関する共同宣言で、次のような
内容とのことです。
　「政治宣言」は、まず「行動計画」の完全
な実施のためには国際的な協力体制を強化す
べきだとし、特に途上国の世界経済への参加
を積極的に促すことの必要性を強調してい
る。また、高齢化を社会･経済政策の中に位
置づけること、あらゆる政策においてジェン
ダーの視点を主流化すること、高齢化に関す
る国際的な研究を進めることの重要性を述べ
ている。さらに、高齢化対策における主導力
の発揮や「行動計画」の実施において一義的
な責任を負うのは政府であるとしながらも、
政府と自治体、国際機関、高齢者個人･組織、
市民社会、民間部門との効果的な協調も不可
欠としている。最後に、「行動計画」の実施、
フォローアップ、モニタリングにおいて、国
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連が重要な役割を果たすことについても協調
している。　

＊「国際行動計画」の改訂は世界会議の主要
目的です。１１７項目のパラグラフからなる
本行動計画は、１９８２年にウィーンで初め
て策定された「国際行動計画」を経済社会情
勢等の変化を踏まえて改訂したものです。本
計画は、２１世紀の高齢化対策において優先
すべき方向性として、「高齢者と開発」、「高
齢期にわたる健康と福祉の増進」「高齢者を
支える環境の確保」の三つを掲げており、そ
の上で、１８の論点(Issues)別に３５の行動
目標（Objectives）を設定し、各目的を達成
するために必要な具体的行動勧告を行ってい
ます。
　エイズやジェンダー、虐待など前回にはな
かった問題も取り上げられましたが、基本的
には２０年前の行動計画が骨格となっていま
す。同じテーマでも取り上げる重点がかわ
り、一例をあげれば、家族問題に重点が置か
れつつも、一方世代間連帯が大きく取り上げ
られるようになったなども指摘されています
が、総じて言えば、２０年前の行動計画が時
代の先取りをした先進的なものであったこと
が立証されたとの印象が強いように思われま
す。

＊ 今回の特徴はなんといっても開発途上
国の高齢化で、そこには先進国の高齢化と異
なる二つの問題があります。一つは高齢化の
スピードで、家族計画や人口政策によって出
生率を下げた結果、欧米先進国とは比べもの
にならないスピード、それも日本を上回る速
さで高齢化の道を歩む国がどんどん増えつつ
あるということです。二つ目は、高齢化の進
行と経済発展が同時に進行していることで、

このことは、先進国と違い経済発展の恩恵に
あずかる前に、換言すれば、社会保障制度な
どのセーフネットが準備されないうちに高齢
化が進行するということを意味します。国連
の調べでは、社会保障制度を有する国は加盟
国の３分の１だそうで、２１世紀の高齢化問
題に重たい課題が突きつけられたと言えま
す。

＜世界会議以後のフォローアップ＞

＊世界会議以降早や４ヵ月、世界各地でその
成果をフォローアップする数々の取組が進ん
でいます。各国別の実態は明らかではありま
せんが、ここでは二つの大きな動きを指摘し
ておきましょう。
　その一つは、この９月１１日から１３日に
かけてドイツのベルリンでヨーロッパ各国の
政府間会議が開催されることです。国連肝い
りの文字通りフォローアップミーティングで
ＮＧＯフォーラムも開催される模様です。も
う一つはＩＦＡ(世界高齢者団体連盟)が開催
する第６回世界大会で、１０月２７日から３
０日までオーストラリアのパースで行われま
す。主催者は当然のことながら、スペイン会
議から半年「国際行動計画」の具体化に向け
て行動を起そうと呼びかけています。国際高
齢者年の１９９９年にカナダのモントリオー
ルで開かれた第４回大会にならって、各国大
臣会議をも開催する予定だそうです。

＊わが国では、高連協や日本ＮＧＯ会議など
が報告会を開催したり、報告書を発行した
り、さらには国際行動計画の翻訳も進められ
ています。その中でも高連協においては、高
齢化問題に関するアジア各国との交流を深め
るため、「アジアプロジェクト」がスタート
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しました。これは別掲の阪本レポートの中で
も触れられているように、高連協一行がマド
リッド現地で主催した分科会「アジアの高齢
化問題――経験を共有しよう」に端を発する
もので、高齢化先進国日本の成功例・失敗例
を広くアジア諸国に発信し、共に交流してい
こうとのネットワーク構想です。手始めに高
齢協のホームページ（h t t p : / /
www.janca.gr.jp）に日英両文のスペースを
設け、国内外の各界の人々による意見交換
や、例えば介護保険など各種制度の紹介など
を行い、将来的には共同研究・情報交換・人
的交流・国際会議の開催など、双方向の国際
交流を進めていくことを構想しています。
「もっと日本は情報発信をすべき」との内外
の声を具体化する意味で、このプロジェクト
が意義ある取組に育っていくことが期待され
ます。


